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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 宮城県気仙沼市立津谷小学校 

  種 別 □保育園・幼稚園  レ小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒９８８－０３０８ 

      宮城県気仙沼市本吉町津谷松岡１２６番地 

  E-mail tsuya-sho@kesennuma.ed.jp 

  Website http://www.kesennuma.ed.jp/tsuya-syou/html/ 

  児童生徒数  男子 １０４名   女子  ９８名  合計 ２０２名 

        児童・生徒の年齢 ６歳～１２歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

レ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

レ 食育 

レ 伝統文化 

レ そのほか（異校種連携    ） 
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 ３．活動内容  

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

学 

年 

学年テーマ 

「主な単元」 主な活動，ねらい，成果 

１

・ 

２ 

進んでふ

れ合い，感

じ合い，思

いをつな

ぐ 

「なかよ

しがくね

ん  よろ

しくね」 

身近な人との出会い，かかわり合いを重視した幼・保・小の交流

活動や高齢者との交流の中で，進んでふれ合い，感じ合い，思いを

つなごうとする心情と態度を養った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サツマイモの苗植え     幼・保・小給食交流会 

３ 

すてき津

谷の町・人 

「発見！

すてきな

町・人」 

津谷の町の地域について調べる活動を通して，地域への関心を高

め，自分なりの課題をもって調べることができるようになった。そ

れらの活動を通して，津谷の町や住む人への関心を高め，地域の人々

とかかわりながら町や人に親しみ，誇りをもつことができるように

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押し花つくり体験       茶豆収穫体験 

４ 

やさしさ

の輪を広

げよう 

「津谷川

の自然と

私たちの

生活」 

身の回りの自然や環境についての関心を高め，自分の課題をもっ

て調べることができるようになった。学区を流れる津谷川を題材と

して地域の自然と環境のかかわりについて学習し，自然や環境に関

心を高め，地域や人々と深くかかわりながら地球に優しい環境作り

に進んで取り組む児童へと育った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津谷川水生生物調査    プールへのＥＭ発酵液投入 
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５ 

探ろう！

本吉の産

業 

「 探 ろ

う ！ 大

豆・みその

秘密」 

稲作や大豆を育てる活動を通して，生産活動の大変さを体験し，

生産者の苦労や工夫を学ぶ。地域の方や地元ＪＡの職員の方に指導

をお願いし，地域とつながりながら学習を進め，自分たちが生まれ

育った町の産業や，それに携わる人への関心を高め，郷土を愛する

心を育んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大豆栽培         味噌造り（１） 

６ 

ぼくたち

の提案！

本吉プラ

ン 

「津谷の

味をつく

ろう」 

津谷地区の特産品を生かした弁当を作るために必要なことを調べ

て発表し，自分たちが生まれ育った町の産業やそれに携わる人への

関心を高め，郷土を愛する心を育み，地域の一員としての自覚を高

めた。ふるさとのありがたさと自然の豊かさを再認識させ，自分た

ちができる最大限の復興への取組と結び付けた。 

                        

 

 

 

 

 

 

                              

味噌造り（２）       田植え体験 

緑化委員会の活動 

学校を飾る花壇の手入れ作業 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

レ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


